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福島第一原子力発電所において汚染水処理により発生する水処理二次廃棄物に関して、実用規模の固化処

理に適用できる見通しを得る目的で、固化処理技術の評価のアプローチに係る調査研究を行っている。文献

等を参考に、評価軸（総項目数 30 程度）の選定を試み、各固化処理技術の基盤情報の整理を行った。 
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1. 緒言 

東京電力ホールディングスは、福島第一原子力発電所で

発生する水処理二次廃棄物に関して、2021 年度頃を目処

に、処理・処分方策などに関する技術的な見通しを示すこ

ととしている。このため、放射性廃棄物への適用実績があ

るガラス固化、溶融固化、セメント固化、AAM（アルカリ

活性材料）固化の 4 種の技術を対象に、評価のアプローチ

に係る調査研究を行っている。 

2. 調査の概要 

NRC によるハンフォードサイトの廃棄物の処理技術評価

報告書[1]などを参考に、固化処理技術の実績、プロセス性能、

プロセスの運転性/安全性、経済性、製作される固化体特性

の 5 項目を主要評価軸として設定した。更に、各主要評価軸

に対して総項目数 30 程度となる評価小項目を設定した（表

1）。図 1 に減容率・廃棄物充填率の例を示す。これらによ

り、各固化処理技術に関して、実用規模の固化処理に適用で

きる見通しを得るための基盤情報が整理された。 
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 図 1 各固化処理技術の減容率・廃棄物充填率 

  （対象：炭酸塩スラリー） 

表 1 評価軸の例 

 

主要評価軸 評価小項目の一例

技術実績 開発段階，各種廃棄物適用実績等

プロセス性能 処理速度，Cs揮発率等

運転性・安全性 プロセスリスク，保守内容等

経済性 減容率，建築面積等

固化体特性 耐浸出性，耐放射線性等
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